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デ
ザ
イ
ン
が
美
Ｌ
く
手
で
つ
ぶ
す
‐

『
カ
ン
ト
ワ
カ
ン
』

ほ
と
ん
ど
の
缶
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
が
床

に
微
さ
、
足
で
っ
ふ
す
タ
イ
プ
で
す
が

こ
の
一
カ
ン
ト
ワ
カ
ン
』
は
心
テ
ー
ブ

ル
但
満
い
て
使
う
た
め
に
開
発
さ
れ
た

も
、
。
ク
ロ
ー
ム
メ
ッ
キ
が
美
Ｌ
く
、

｜
見
缶
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
と
は
わ
が
句
ぽ

い
ほ
ど
で
す
ｕ

’ 
～ 



真嶋 洋一さん(25歳）中標iに第２

ご
う
と
券
え
て
い
た
と
い
う
．
中
学
校

の
先
生
に
は
、
札
幌
の
高
校
へ
進
学
し

て
は
と
勧
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
自

分
の
家
か
ら
通
学
で
き
る
事
と
、
学
校

へ
行
き
な
が
ら
も
家
業
を
手
伝
い
、
実

践
で
農
業
技
術
を
少
し
で
も
早
く
習
得

で
き
る
有
利
性
を
優
先
さ
せ
た
と
話
す
。

「
そ
れ
で
も
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
で

も
父
、
母
の
手
伝
い
と
い
っ
た
感
じ
で
、

な
か
な
か
寅
任
の
里
い
仕
事
を
さ
せ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
ん
で
す
」
。
「
で
も
今

は
、
父
と
同
等
と
ま
で
は
い
か
な
い
か
、

け
つ
こ
う
責
任
を
持
た
さ
れ
て
や
っ
て

い
ま
す
よ
」
と
、
農
業
者
と
し
て
自
信

を
持
っ
て
打
ち
込
ん
で
い
る
姿
が
う
か

が
え
る
。

今
、
洋
一
さ
ん
は
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
農

一
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
に
野
菜
栽
培

を
含
め
た
輪
作
体
系
を
確
立
し
た
い
，
｜

と
意
欲
を
燃
や
す
真
鴨
洋
．
さ
ん
。

現
在
三
十
一
一
唾
の
畑
に
馬
鈴
し
よ
、

ビ
ー
ト
を
作
付
す
る
畑
作
専
業
腿
家
で

あ
る
。
地
元
の
農
業
高
校
を
卒
業
し
家

業
に
就
い
て
七
年
目
、
農
業
者
と
し
て

は
、
中
学
校
の
時
か
ら
自
分
の
家
を
繩

所 毎-1

鰯
隅
糯
Ⅲ
輪
趣
舵
熈
僻
顛
隙
岬
懸
堕
以
鯰
膿
Ⅲ

協
青
年
部
の
他
に
野
果
研
究
会
に
所
属

し
、
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
に
次
ぐ
補
換
作

物
を
模
索
中
で
、
今
年
は
試
験
的
に
軽

愚
野
菜
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
ざ
や
え

ん
ど
う
、
そ
ら
豆
な
ど
を
作
付
し
た
。

「
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
の
先

ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
か
、
農
業
所

得
確
保
、
輪
作
体
系
の
確
立
を
目
指
し

た
い
」
と
将
来
自
分
の
行
な
っ
て
行
く

農
業
に
対
し
て
挑
戦
的
だ
。

ま
た
真
嶋
さ
ん
の
経
営
地
は
市
街
地

に
近
く
、
す
ぐ
隣
り
ま
で
宅
地
化
が
進

ん
て
い
る
が
、
「
自
分
の
代
で
は
農
業
で

食
べ
て
行
く
つ
も
り
だ
」
と
き
っ
ぱ
り

話
す
。

趣
味
は
、
バ
レ
ー
、
室
内
サ
ッ
カ
ー
、

野
球
、
バ
イ
ク
と
多
趣
味
．
特
に
野
球
は

1liilililiiililliiiIl川lLIIIIliLiilliilliiiliI

ｊ
Ａ
中
標
津
チ
ー
ム
に
入
り
、
ピ
ッ
チ

ャ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
轡

こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
畑
作
農
業
を
打

開
し
て
行
く
担
い
手
と
し
て
、
期
待
の

か
か
る
洋
一
さ
ん
で
す
。

ﾛグ



近
年
、
ミ
キ
シ
ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入

さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
ミ
キ
シ
ン
グ
を

日
乳
量
卜
且
～
ニ
ト
，
噂
レ
ベ
ル
で
一
種

類
の
み
調
整
し
て
給
与
し
、
そ
れ
以
上

セ
ミ
・
コ
ソ
ブ
リ
ー
ト

の
飼
料
給
与
技
術

｜
刊
贈
哩
至
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一
…

の
乳
量
て
不
足
す
る
部
分
を
、
ス
タ
ン

チ
ョ
ン
、
ま
た
は
フ
ィ
ー
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
配
合
飼
料
を
給
与
す
る

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
セ
ミ
・
コ
ン
フ

リ
ー
ト
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る

給
与
法
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ま

す
。
セ
ミ
・
コ
ン
フ
リ
ー
ト
（
以
下
セ

ミ
・
コ
ン
と
略
）
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｍ

Ｒ
と
分
別
給
与
の
中
間
的
な
給
与
方
法

で
あ
り
、
現
段
階
で
は
、
農
家
の
実
践

が
先
行
し
て
い
る
技
術
と
い
え
ま
す
。

①
中
標
津
で
見
ら
れ
る
事
例

表
一
に
は
、
中
標
津
町
農
協
管
内
で

最
近
実
践
さ
れ
て
い
る
セ
ミ
・
コ
ン
の

内
容
と
、
産
乳
成
績
を
示
し
て
あ
り
ま

、す。

共
通
し
た
特
徴
と
し
て
は
、
セ
ミ
・
コ

ン
の
部
分
で
回
出
’
来
る
だ
け
単
味
飼
料
を

便
典
雅
礎
飼
料
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

律宇男

と
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

ベ
ー
ス
乳
量
以
上
の
乳
量
で
は
、
配
合

飼
料
の
量
の
増
減
程
度
で
充
足
が
可
能

に
な
る
反
面
、
妃
〈
ロ
の
量
が
増
え
る
と

粗
濃
比
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
に
く
く

な
る
と
一
一
言
え
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
乳

量
を
越
え
る
個
体
が
多
い
程
、
乳
飼
比

の
抑
制
は
可
能
で
す
が
、
逆
に
ペ
ー
ス

を
下
回
る
個
体
が
多
く
な
る
と
、
乳
飼

比
は
、
か
な
り
高
い
も
の
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

①
セ
ミ
・
コ
ン
の
利
点
、
欠
点

図
に
は
、
セ
ミ
・
コ
ン
の
利
点
、

欠
点
を
掲
げ
て
み
ま
し
た
’
こ
れ
を
導

入
す
る
に
あ
た
っ
て
ぬ
冊
意
点
と
し
て

は
．
次
の
覗
項
が
考
え
ら
れ
る
。

●
・
群
管
理
で
繁
殖
管
理
が
可
能
（
特

に
発
情
発
見
）
な
頭
数
規
模
で
あ
る
。

（
歩
行
デ
ー
タ
ー
を
と
っ
て
、
数
値
的

に
発
見
す
る
方
法
も
あ
る
．
）

●
コ
ン
ワ
リ
ー
ト
部
分
の
給
与
は
常
に

自
由
孫
食
で
き
、
ま
た
、
飼
槽
の
ロ
幅

は
、
必
ず
確
保
す
る
こ
と
。

●
個
別
部
分
の
配
合
飼
料
を
給
与
す
る

場
合
、
一
回
の
給
与
量
を
な
る
べ
く
少

な
く
す
る
こ
と
（
｜
｜
～
二
勺
以
内
）
．

●
分
娩
直
後
の
配
合
飼
料
ヨ
ン
プ
リ

ー
ト
外
）
の
増
給
は
、
一
分
別
給
与
時
ほ

f浸孕、

ど
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

な
る
べ
く
徐
々
に
行
な
う
。

●
コ
ン
フ
リ
ー
ト
部
分
の
配
合
は
、
常

に
粗
飼
料
分
析
に
燕
づ
き
、
乳
飼
比
の

低
減
に
努
め
る
．

③
セ
ミ
・
コ
ン
プ
リ
ー
ト
原
理
の
応
用

べ
ｌ
ス
の
乳
量
設
定
に
応
じ
、
｜
率

に
全
頭
給
与
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

ミ
キ
シ
ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入
し
な
く
と

も
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
で
一
率
。
｜
斉
に

給
与
す
る
こ
と
で
応
用
で
き
ま
す
。
そ

の
際
、
次
の
点
に
注
意
す
べ
き
で
し
よ

・
７
□
 

①
一
率
給
与
の
濃
厚
飼
料
は
、
な
る
べ

く
少
量
ず
つ
、
一
斉
に
給
与
し
、
溢
食

を
で
き
る
だ
け
回
避
す
る
。
（
粒
子
列

細
か
い
飼
料
Ⅱ
粉
状
ｌ
を
用
い
、
粗
飼

料
と
選
び
喰
い
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

の
も
方
法
）

②
堆
準
レ
ベ
ル
の
栄
養
ご
ラ
ン
ス
は
、

グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
の
ｃ
Ｐ
の
変
動
を

考
慮
し
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
を
や
や
高
め
、
Ｃ
Ｐ

を
低
め
に
設
計
す
る
。

ま
た
、
よ
り
経
済
性
を
追
求
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
粗
飼
料
の
分
析
値
に
応
じ

て
、
基
準
レ
ベ
ル
の
給
与
設
計
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
一
一
一
一
口
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

掌



図１、セミ・コンプリート給与方式の利点・欠点

利利 IＩＴ IＩＴ 矢 IIJ 

●個体別の栄養管理が可能。 ●パーラー内給与では１回に与える濃厚飼料の景

●混合給与において乳飼比の仰iiillができる『 が多くなる｡〈スタンチョンも）

●個体乳旦、乳期のバラ､ソキが許容される＆ ●ミキシンラマシンとステーションフィーダーを

●1群管理か可能である『 鯉う場合、施設僻か高く左あ，

ミキシングが１回。 ●個体別の濃厚飼料設定（インプット）が必要と

搾乳、除糞Ｉ)F業に伴う群の移動に手IHrlどらない。なる。

●リードラィーディングによる早期たち’三げかで●１群であるので、頭数か増えると、発怖牛の罪

きる□ 児に注意泰嬰する〒

●粗飼料のミキシングによる成分調整ができる‘
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共計でん粉平
成
三
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販

売
状
況
は
、
五
月
末
仮
配
分
累
計

一
袋
当
り
、
「
、
○
七
八
円
（
前
年

同
期
一
一
、
○
四
○
円
）
単
価
に
よ

る
進
度
率
は
、
’
○
一
・
九
％
と

順
調
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
価
楕
は
産
地
倉
渡
し
、

二
、
○
五
○
円
～
一
一
｜
、
一
一
一
一
一
五
円

（
前
年
同
期
一
一
一
、
一
七
互
円
Ｉ
三
、

二
二
五
円
）
東
京
倉
渡
し
、
’
’
一
、

二
五
○
円
～
｜
｜
｜
、
五
一
一
五
円
（
前

年
同
期
三
、
四
○
○
円
～
’
一
一
、
五

二
五
円
）
と
若
干
安
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
と
競

合
す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
｜
、

九
五
○
円
（
前
年
同
期
三
九
五

○
円
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

」

摩ク

flI：IＴ 欠Ｊ零

●個体別の栄養管理が可能。

●混合給与(どおいて乳飼上上の抑制ができる。

●個体乳旦、乳期のバラツキが許容ざｵLる。

●ユ群管理が可能である。

ミキシングが１１回Ｉ。

搾乳、除糞作業1毛伴う群の移動|こ手,lklどらなも､。

●リー‐ドフイーーデイングによるJ７．期たち】=〈ずがで

きる＆

●粗飼料-のミキシングlこよる成分調整ができる。

●パーラーー内給与では１回に与える濃厚飼料の景

が多くなる｡(スタンチョンも）

●ミキシングマシンとステ・ションフイーグーを

桃う場今、施設髄が高くなる。

●個体別の膿厚飼瀧:．設定〈インプット〉が必姿と

なる。

●司群であるので、頭数が増えると、発怖牛の発

児に注意を要する．

農家 Ａ Ｂ Ｃ 
Ｔ、

二｣

ペース乳黛 ２０ｋｇ エ５ｋｇ ２３ｋｇ ２０ｋｇ 

１頭当りミキシング堂
遜厚
飼料

籾飼料

圧ペントウモⅡコシ２１０ｋｇ
圧ﾍﾟﾝ大麦Ｌｏｋｇ
根imlトクハイ１８２．０ｋｇ
大豆粕ミール１．０k恩
ﾙｰｻﾌﾍﾟレフト２．０ｋ２

グラスサイレージ２５．０ｋｇ
コーンサイレージエ７．０ｋｇ

北海１６４．０ｋｇ

コーンサイレージ３０．０ｋｇ
ﾙｰｻﾝ乾草４．０ｋｇ

ピ..Ｍルプペレプト２．０ｋｇ
圧ベントウモロコシ３．０ｋｇ
大豆粕ミールユ．0ｋｇ
ﾙ･-サンペレプト２．０ｋｇ

グラスリイレージ１５．０ｋｇ
目･-ンサイレージ２０．０ｋK

ビートパルブペレフト４．０ｋK
圧ﾍﾟﾝトウモロコシ０．５ｋｇ
大豆粕ミール１．０ｋｇ
ルーサンペレ７ト１．８ｋｇ
ﾘンコカス３．０ｋｇ

グラスiブイレー･ジ２３．０ｋズ

Bリ
給
与
没

:|総袰繼
濃厚
飼料

フイード・ステーション

１分割

根釧トクハイ１８≦７．０ｋｇ

iｼ繼鑑臘劃jIk；

ブイ･･ド・ステー･ション

ユー２０分割

根釧ﾄｸﾊｲ１８≦１０．５ｋｇ
大豆ルーク≦:．５ｋｇ

トラ･･内給与
２回

リンカロリ･･１８≦７．０ｋｇ

フイード・ステーション
４～６分割

根釧トクハイユ８≦］ＬＯｋｇ

ｌ’艦鵲k鳳薑,;力1k；
給与レベル 充足率

ＴＤＮﾕ０５％ 
(〕Ｐ２００％

濃度
Ｔエ〕Ⅳ６６～７５％
ＣＰ１４～１７％ 

充足率
Ｔエ〕Ｎユ０２～ユ０６％
ＣＰ９８～ユ０２％

濃皮
ＴＤＮ６６～ユ４％
ＣＰ１３～ユ７％

充足率
I､ＤＮ１０５％ 
ＣＰ９８％ 

温度
ＴＤＮ６６～７４％ 
ＣＰ１３～１６％ 

充足率
ＴＤＮユ０４～１０７％
･Ｐ１００％ 

濃度
ﾕ､Ｉ）Ⅳ６[)～７５ 

Ｃｐ１４～１６％ 

ユ日ユ頭
当り乳童

(搾乳牛）
３０ｋ９ ２６ｋ９ ２４ｋ９ ２５ｋ９ 

当

旬

乳脂肪

，ＳＮＦ 

｜乳蛋白

３．８６％ 

８．７３％ 

３．２０％ 

８．７３９ 

８．８３％ 

3.29％ 

３．９７％ 

８．８５％ 

３．２６％ 

４．０２％ 

８．８８％ 

３．３８％ 
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lHijiimllllliiUIill 
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
、
顔
も
腕

口
に
焼
け
て
真
っ
黒
・
も
ち

ろ
ん
土
キ
ズ
も
絶
え
な
い
。

木
登
り
を
終
え
た
あ
と
、
木

に
向
っ
て
一
’
木
さ
ん
ど
う
も

よ
め
、
ソ
旭
か
Ｌ
」
７
‐
’
し
』
ニ
ナ
ヨ
コ
ン
レ
」

頭
を
下
げ
る
と
こ
ろ
は
、
何
と

い
い
ｃ

唯
君
の
お
気
に
入
り
の
写
真

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
影
響
か
、
机
撲
や

時
代
劇
が
大
好
き
な
唯
君
。
刀
を
腰
に
の
よ
・
家
の
中
で
も
や
り
た
い
放
題
。

蓉萬

可
■
。
Ⅵ
Ｐ
Ｆ

鱗
鵜

引

蕊
壕

霧
iii灘i慰，

鄙
Ｕ
可
護

、
ｂ
全
身

綴
議蕊

■｣ 

好

萱
げロ

■
１
■

F急、
■ 

霞’｝
雨－１；

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
「
寝
て
も
動
い

て
る
ん
だ
か
ら
」
と
、
目
を
細
め
て

話
し
ま
す
。
き
っ
と
今
Ｈ
も
ワ
ン
パ

ク
を
発
揮
し
て
、
家
中
賑
わ
せ
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

叱
っ
て
も
し
っ
か
り
免
疫
が
つ
い
ち

ゃ
っ
て
、
ヘ
の
か
つ
ば
。
げ
ん
こ
つ

す
る
方
が
痛
く
っ
て
」
と
笑
う
お
母

さ
ん
の
ゆ
か
り
さ
ん
。

『ＯＴＯ・肛凹蝿》圧ｑ□・昨し，ｇⅡＩＦ乱‐ロ
。
介
々
収

、

鱗
曰

蕊
、

／
〃



農
業
所
得
税
標
準
算
定
韮
礎
と
す
る

一
番
草
収
量
調
査
が
六
月
卜
人
日
、
根

室
税
務
署
な
ど
各
関
係
機
関
立
ち
合
い

の
も
と
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

平
均
収
量
に
つ
い
て
は
、
十
ａ
当
り

「
六
○
七
〃
（
昨
年
一
、
○
一
互
吻
）

で
前
年
比
七
九
・
八
％
と
低
い
収
量
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
収
量
調
査
は
二
番
草
も

行
な
い
、
管
内
の
平
均
値
を
算
出
し
、

飼
料
畑
の
算
定
基
礎
と
な
り
ま
す
。

酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
（
佐
藤
救

康
会
長
）
で
は
（
川
十
四
日
、
中
国
農

業
研
修
生
二
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
生
は
、
北
海
道
国
際
農
業

交
流
協
会
を
窓
Ｕ
と
し
、
小
川
青
海
省

か
ら
北
海
道
へ
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
受

け
入
れ
農
場
で
農
業
実
習
、
学
科
研
修

を
通
し
、
農
業
技
術
や
経
営
感
覚
を
修

得
す
る
も
の
。

一
一
一
一
口
葉
や
生
活
習
慣
の
違
い
で
大
変
で

し
ょ
う
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

牧
草
の
収
量
は
？

が
ん
ば
れ
中
国
研

■ 

〆■可

Ｚ刃

～ 

／ 



中
標
津
町
農
協
肉
牛
組
合
（
横
田
国
雄
会
長
）
て
は
、
鹿
児
島

か
ら
繁
殖
用
の
肉
用
黒
毛
和
牛
四
十
一
一
頭
を
導
入
。
五
月
一
一
十
七

日
農
協
の
消
流
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
十
一
一
一
戸
の
希
望
農
家
に
賃

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

雇奄

こ
の
黒
毛
和
稗
は
、
道
の
肉
牛
優
良

義
務
と
し
て
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
左

な
ど
、
そ
の
活
動
は
幅
底
い
分
瞬
に
わ

民
が
歯
豆
か
で
鐘
条
疋
し
た
馨
ら
し
か
で
き

く
、
税
金
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
も
十

ち
に
と
っ
て
，
共
同
糾
残
蕊
を
維
持
す
る

る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た

た
っ
て
い
ま
す
．

や
道
路
の
整
備
、
教
育
や
科
学
の
振
興

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
左

ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
、
単
に

た
め
の
い
わ
ば
、
会
費
で
あ
る
と
い
戈

っ
て
い
ま
す
？

社
会
に
い
き
る
税

鰯
川
縢
鱸
い
“

例
え
ば
、
社
会
袖
祉
の
充
実
、
住
準

税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
が
活
動
す

国
や
地
方
公
共
団
体
は
．
私
た
ち
国



去
る
五
月
二
十
日
、
全
道
各
地
よ
り

乳
牛
改
良
に
情
熱
を
傾
け
る
若
き
デ
ィ

リ
ー
マ
ン
達
に
ひ
か
れ
、
一
八
四
頭
の

愛
牛
達
か
、
早
来
町
共
進
会
場
に
勢
揃

い
し
た
。
今
回
は
、
審
査
員
に
北
米
で
最

も
派
躍
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ケ

ネ
ス
・
エ
ン
ピ
ー
氏
を
招
い
た
事
も
あ

り
出
品
者
も
多
く
、
ま
た
外
国
人
ゲ
ス

ト
も
多
数
み
ら
れ
た
。

エ
ン
ピ
ー
氏
の
審
査
は
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
で
、
出
品
牛
全
頭
順
位
づ
け
さ
れ
、

上
位
入
賞
牛
た
ち
は
人
変
優
秀
な
牛
達

で
あ
る
と
の
講
評
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
酪
農
家
に
ま
じ
っ
て
、
人
紘

学
園
や
酪
農
学
園
の
女
子
学
生
達
も
前

日
よ
り
泊
り
こ
み
、
も
く
も
く
と
牛
の

惟
話
を
し
、
リ
ン
グ
内
で
懸
命
に
牛
を

ひ
く
、
初
々
し
さ
は
好
感
で
し
た
。

な
お
、
最
高
位
に
は
、
帯
広
市
吉
川

牧
場
出
品
の
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
・
ブ
ラ
ッ

ク
・
ミ
ス
テ
ィ
号
が
輝
き
、
鹸
後
に
行

な
わ
れ
た
、
各
支
庁
の
代
表
牛
汽
頭
一

組
で
競
わ
れ
た
支
庁
別
対
抗
で
は
、
十

勝
支
庁
組
に
続
き
、
根
室
支
庁
組
は
二

レ
ベ
ル
の
高
さ
を

証
明
し
た
根
室
牛

鑓

位
と
な
り
、
根
室
牛
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
証
明
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

ＪＡ中標津乳牛改良同志会会員出品牛成績

２部ケーエフイーストイ＞スパイアーフタゴ

久保｜iilI22頭中６位

４部ヘビ，イーストダイヤモンドサエコ

福村臆２３頭１１３位
４部アイダロ，タミスティローラ

久保剛２３頭｢|]７位

８部ラ，スミティハートセブン

,桜ﾉﾄﾞ幸２０頭中]1位

９部マドキャ・ソプスターユニーク

弾IF原ｉｒｌ２頭'''７位

]0部スカイハイキットノニーエース

Ｉｉ，滴情・’0頭'''５位

（凶

､ 

ハイレベルの牛が集まった早来共進会塀

｢ ､ 

熟

今
回
酪
農
家
視
察
研
修
会
か
｜
企
画

し
た
の
は
、
農
協
婦
人
部
ワ
レ
ヅ
シ

マ
｜
ミ
セ
ス
（
川
若
妻
部
会
｝
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、
二
１
｜

人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
視
察

先
は
俵
橋
地
区
の
中
林
牧
場
〈
ア
ブ

レ
ス
ト
）
と
、
当
幌
地
区
の
安
田
牧

場
（
ヘ
リ
ン
グ
ポ
ー
二
で
す
。
牛

舎
の
捲
朽
化
を
き
っ
か
け
に
．
こ
れ

か
ら
は
自
分
達
夫
婦
が
楽
に
仕
張
が

で
き
る
よ
う
仁
と
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
に
転
換
し
た
と
い
う
‐
中
林
さ
ん
と

安
Ⅲ
ざ
ん
。
、
両
蒋
と
も
自
分
の
農
業

を
し
っ
か
り
持
ち
、
前
向
き
に
進
む

姿
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
場
所
を
養
老
牛
大
．

ホ
テ
ル
へ
移
し
、
飼
料
計
算
の
薙
礎

知
識
と
乳
検
デ
１
タ
ー
の
活
川
に
つ

鐸可

い
て
学
び
ま
し
た
。
飼
料
計
算
や
乳

検
デ
ー
タ
ー
活
用
は
、
ご
走
人
に
お

ま
か
せ
と
い
う
婦
人
か
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
少
し
で
も
知
識
を
収
得
し
よ
う

と
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

｣ ～ 

夕
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b鑓へ熱く酪農
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農
渡
繍
の
習
得
と
熟
鯉

鰯

酪
農
の
方
向
性
を
見
い
出
す
た
め
に

鍵

勺で唾壺

研
一
露

ＪＦ１Ｅデー

'16 
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署平
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Ｊｌ 

Ｊ, 

４
莉
八
前

鈴
木
／

iiiil鑿篝ｉ震

鍵露

蝿
鰯
騨
鰯
鰯
画 霧露

霧蕊騨；

摩
』

ザ
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lilil鑿iili1ilillliill11il１１瀞酪議iii二夫 晃
い

′、
”弓ｉ

、

Ｌｎｌ、

ｌ恥

一
四鱸一一

角リiii農農ヤ山ホ券
度一正家業パ氏ク誉．

札中
か司

力にわ

ツつつ大－
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
武
佐
で
酪
農

む
中
司
哲
雄
氏
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は

レ
ン
帯
広
支
所
畜
産
生
産
課
・
坂

、
パ
イ
オ
ニ
ア
ハ
イ
ブ
レ
ッ
ト
ジ

ン
㈱
・
血
Ｉ
嵐
氏
、
北
根
室
地
区

改
良
普
及
所
・
鈴
木
氏
、
当
幌
酪

・
安
田
氏
、
第
二
侯
落
酪
農
家
・

原
氏
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
一
分
野
、

か
ら
の
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

氏
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
こ

ら
「
酪
農
技
術
の
同
化
に
向
け
て

Ｉ
 

き
く
揺
れ
動
く
農
業
情
勢
の
中
、
’
’
十
｜
世
紀
へ
向
け
て
の
酪
農
は
ど
う
変

て
行
く
の
か
、
酪
農
家
は
何
を
考
え
行
動
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

い
て
、
高
泌
乳
経
営
に
向
け
て
の
方
向
性
を
さ
ぐ
る
た
め
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

シ
ョ
ン
が
四
月
一
一
十
四
日
、
農
協
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

7-へ

た
め
に

坂
田
氏
飼
養
管
理
の
面
か
ら
昔
と
今

で
は
、
飼
養
体
系
、
鈍
模
が
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
例
と
し
て
、
生
産
性
か

高
く
繁
殖
が
良
く
病
気
が
少
な
い
農
家

と
、
努
力
し
て
い
る
か
堆
産
性
が
悪
く

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

今
現
在
、
個
体
乳
量
八
千
，
句
と
い
う

壁
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
乳
轟

を
上
げ
る
た
め
の
飼
養
管
理
、
家
族
労

働
力
を
考
え
る
う
え
で
は
ど
う
な
の
か

お
話
し
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。蝋

ググ



乳
房
炎
、
仔
牛
の
１
痢
な
ど
が
多
く
、

計
画
迫
り
経
営
が
進
ま
な
い
農
家
を
検

討
し
て
み
る
と
、
最
終
的
に
は
粗
飼
料

に
つ
い
て
は
、
土
地
の
更
新
べ
１
ス
に

よ
り
、
流
年
前
後
で
更
新
し
て
い
る
農

家
と
、
十
年
や
、
永
年
草
地
で
は
表
向

き
の
Ｔ
Ｄ
Ｎ
、
蛋
白
よ
り
も
、
微
量
要

素
の
中
の
⑫
、
Ｐ
、
蝿
と
、
そ
れ
に
対

る
Ｋ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
抵
抗
性
に

欠
け
る
。

個
体
能
力
を
上
げ
る
に
あ
た
り
、
あ

ま
り
に
も
中
・
身
の
濃
い
栄
養
メ
ニ
ュ
ー

で
Ⅶ
つ
ば
る
の
は
、
大
僻
な
牛
に
マ
イ

ナ
ス
要
因
を
与
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

常
に
牛
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク

が
大
事
に
な
る
。
そ
し
て
、
籾
飼
料
の
質
、

切
断
面
、
切
断
瞳
を
亜
要
祝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
若
牛
の
胃
袋
作

り
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。
頭
数
が
多
く

手
が
ま
わ
ら
な
い
、
環
境
が
思
っ
た
通

り
に
な
ら
な
い
事
も
あ
る
が
、
牛
の
胃

袋
、
骨
格
が
出
来
上
が
る
月
令
が
決
ま

っ
て
い
る
。

三
年
後
に
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に
変
え

よ
う
と
考
え
る
農
場
は
、
育
成
管
理
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ
た
方
法
が
必
要
。
初

産
牛
が
い
き
な
り
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に

行
く
と
、
生
産
性
が
上
が
ら
な
い
と
か
、

事
故
に
つ
な
が
っ
た
り
と
、
力
が
発
揮

酪
農
の
方
向
性 五
十
嵐
氏
日
本
の
酪
農
を
見
て
、
外

国
と
違
う
と
思
う
蕊
は
融
通
性
に
欠
け

て
い
る
。
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
話
し
が
多
す
ぎ
て
、
健
全
な
地

域
で
の
酪
農
技
術
の
発
展
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
粗
飼
料
に
つ
い

て
も
、
草
種
の
違
い
を
度
外
視
し
た
管

理
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
甲
刈
り
運

出
来
な
い
ケ
ー
ス
が
良
く
あ
る
。

中
司
氏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
の
お
話
し
は
坂
佃
さ
ん
が
仕
砺

の
中
で
経
験
し
て
来
た
成
績
の
良
い
農

家
、
成
績
の
上
が
ら
な
い
農
家
の
違
い

か
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
事
を
‐
小

心
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
様
に
思
い
ま

す
。
で
は
次
に
、
パ
イ
オ
ニ
ア
の
淀
Ｉ

嵐
氏
に
先
程
坂
田
氏
が
言
っ
て
い
ま
し

た
粗
飼
料
に
つ
い
て
、
品
種
の
蝦
、
収
穫

の
事
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
た
い

を
見
い
出
す
た
め
に
１

１
０
１
 

㈹

Ⅱ
可
ｊ
ら
０
〆
山
１
．
ｋ
‐
Ⅱ
，
‐
１
－
１

鈴
木
氏
飼
養
形
態
を
考
え
た
場
合
、

ど
の
体
系
も
改
善
は
沢
山
あ
り
、
個
々

動
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ル
フ
ア

ル
フ
ァ
ー
を
主
体
と
し
た
地
域
で
の
情

報
で
あ
り
、
チ
モ
シ
ー
や
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
グ
ラ
ス
な
ど
は
、
再
生
の
し
か
た
が

ま
っ
た
く
違
う
．
草
の
生
理
に
見
合
っ

た
管
理
を
し
て
ほ
し
い
。

牛
の
生
理
に
合
っ
た
飼
養
管
理
を
す

る
様
に
、
草
も
自
分
の
経
営
管
理
に
合

っ
た
章
・
種
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
を
、

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
“

中
司
氏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
’

籾
飼
料
に
つ
い
て
の
今
忠
っ
て
い
る
疑

問
点
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
て
い
た
だ

い
た
様
に
思
い
ま
す
。

次
に
、
飼
養
管
理
、
粗
飼
料
の
面
に
つ

い
て
と
、
施
設
の
血
を
含
め
て
現
場
で

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
鈴
木
さ
ん
に
話

を
伺
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。鍵

パ
券
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

､、

庁一下

に
よ
り
取
り
入
れ
る
も
の
も
違
う
。
ま

た
、
そ
の
技
術
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は

本
人
の
努
力
、
縫
験
と
若
干
の
投
資
か

必
要
で
あ
る
。

近
箙
の
飼
養
体
系
は
．
ス
タ
ン
チ
ョ

ン
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
に
よ
る
入
れ
替
え
、

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
の
場
合
、
頭
数
、
労
働

力
、
負
債
、
酪
農
専
門
か
酪
畑
兼
業
に

よ
り
変
わ
っ
て
く
る
か
、
｜
番
犬
き
く

占
め
る
の
は
、
本
人
の
技
術
能
力
が
あ

り
、
こ
れ
に
応
じ
た
技
術
改
善
が
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

入
れ
替
え
搾
乳
は
、
労
働
力
を
考
え

る
と
長
続
き
し
な
い
。

プ
リ
１
ス
ト
ー
ル
は
、
両
棲
、
技
術
、

個
々
の
能
力
に
よ
り
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、
Ｔ
Ｍ

Ｒ
体
系
は
全
て
の
農
家
の
理
想
で
は
な

い
。
移
行
に
当
っ
て
は
、
四
千
万
～
’
八

千
万
円
の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

を
自
分
の
技
術
で
い
か
に
回
収
出
来
る

か
が
、
取
り
入
れ
る
場
合
で
タ
イ
プ
が

異
な
っ
て
来
る
の
で
す
。

中
司
氏
だ
い
た
い
話
の
内
容
は
、
餌

の
関
係
に
お
ち
つ
い
て
き
そ
う
な
感
じ

で
す
が
、
そ
れ
で
は
三
年
前
か
ら
フ
リ

ー
ス
ト
１
ル
で
走
り
出
し
、
苦
労
の
段

ダダ



安
田
氏
育
成
は
三
１
年
位
前
か
ら
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
に
し
て
い
た
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
出
来
た
と
思
う
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
施
設
が
ど
う
の
こ
う

の
と
い
う
猟
も
あ
る
が
、
ま
ず
い
か
に

良
い
餌
を
取
り
、
そ
れ
を
牛
に
合
わ
せ

給
与
し
て
行
く
か
で
あ
る
と
思
う
。

今
現
在
、
年
十
回
位
粗
飼
料
分
析
を

行
な
い
、
給
与
設
計
も
自
分
で
行
な
っ

て
い
る
。

昨
年
か
ら
マ
ル
チ
仁
よ
る
、
コ
ー
ン

サ
ィ
レ
ー
ジ
を
や
り
始
め
、
乳
蛋
白
、

無
脂
同
形
と
も
安
定
し
高
く
さ
っ
た
。

施
設
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

将
来
自
分
が
ど
こ
に
目
標
を
お
く
か
に

よ
っ
て
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
か
フ
リ
ー
ス

階
を
越
え
て
こ
れ
か
ら
安
定
し
た
経
営

を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
安
田
氏
に
、

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に
移
行
し
た
流
れ
を

述
し
て
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
想
い

ま
す
”

ｉ
雲
高
腱
を弾
正
原
氏
口
分
と
家
族
が
、
楽
に
牛

飼
い
が
Ⅲ
来
る
よ
う
仁
と
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
の
》
つ
と
し
て
カ
ウ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
い
、
十
二
ケ

Ⅱ
、
１
．
｜
～
・
’
十
川
ケ
月
、
二
卜
阿
ケ

月
以
し
経
産
の
一
一
段
階
に
色
分
け
し
使

っ
て
い
る
。

＊
ま
れ
た
雌
は
、
ハ
ッ
チ
に
入
れ
六

卜
Ｈ
、
遅
く
と
も
几
十
日
に
は
離
乳
す

る
。
十
二
ヶ
月
に
な
る
と
全
て
外
に
移

す
。
牛
の
サ
イ
ク
ル
も
楽
だ
し
、
発
情

周
期
も
す
ぐ
に
分
か
る
。

六
十
三
年
か
ら
乳
成
分
ア
ッ
プ
と
、

食
い
込
み
向
上
の
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水

ト
ー
ル
か
を
決
め
る
事
が
大
事
で
あ
る
。

中
司
氏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
牛
舎
で
、

管
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
能
力
と
、
健

康
的
な
牛
飼
い
で
実
績
を
上
げ
て
い
る

蝉
正
原
さ
ん
に
、
飼
養
管
理
技
術
を
中
心

に
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

復蜀

を
導
入
．
昨
年
か
ら
は
サ
イ
レ
ー
ジ
調

整
に
お
い
て
、
高
水
分
で
も
完
全
乳
酸

発
酵
で
き
る
よ
う
に
活
性
水
を
や
っ
て

い
る
．
個
体
管
理
面
で
は
、
早
期
離
乳
、

食
い
込
め
る
牛
作
り
と
、
乾
乳
、
分
娩
前

後
の
飼
い
方
を
特
に
気
を
付
け
て
い
る
。

酪
農
を
経
営
し
て
い
く
中
で
、
融
通

性
が
大
事
。
人
が
良
い
と
一
一
一
一
口
う
事
を
、

い
か
に
口
分
で
噛
み
砕
い
て
取
り
入
れ

る
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
司
氏
牛
を
飼
う
人
が
楽
に
、
そ
し

て
健
康
な
牛
、
問
能
力
を
実
現
し
所
得

を
上
げ
る
か
が
、
両
者
共
通
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
、
良
質
な
餌
を
作
る
に
あ

た
り
、
土
地
の
更
新
サ
イ
ク
ル
に
関
し

て
坂
円
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
。

坂
田
氏
こ
の
地
域
は
面
積
が
大
き
い

の
で
、
更
新
サ
イ
ク
ル
で
は
農
協
平
均

す
る
と
人
年
位
に
な
る
と
思
う
。
搾
乳

牛
に
与
え
る
粗
飼
料
と
し
て
、
血
十
～

六
十
随
の
面
積
を
、
そ
の
サ
イ
ク
ル
で

更
新
で
き
れ
ば
理
想
で
あ
る
。
ま
た
、
牝

症
に
即
結
び
つ
く
餌
と
、
生
産
に
直
接

結
び
つ
か
な
い
牛
群
に
与
え
る
餌
と
に

分
け
て
、
更
新
の
計
画
を
立
て
る
方
法

も
あ
る
。

中
司
氏
牧
草
の
質
と
量
を
実
現
す
る

の
が
酪
農
家
の
目
指
す
と
こ
ろ
だ
が
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

KEこ、

刈
取
り
時
期
が
あ
る
一
定
の
範
囲
の
中

で
、
良
い
時
期
に
刈
取
り
す
る
た
め
の

調
整
技
術
を
教
え
て
下
さ
い
。

五
十
嵐
氏
章
は
人
間
の
た
め
で
な
く

章
自
身
の
た
め
に
生
え
て
い
る
。
ど
の

草
の
種
類
を
選
ぶ
か
は
個
々
の
趣
味
と

労
働
力
、
刈
取
り
体
系
に
よ
り
変
わ
っ

て
く
る
。

鈴
木
氏
人
間
の
勝
手
で
早
く
刈
っ
た

り
す
る
よ
り
は
、
草
瀧
自
体
の
適
期
に

刈
取
れ
る
作
業
体
系
に
変
え
て
行
っ
た

方
が
良
い
。

中
司
氏
宏
田
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら
マ

ル
チ
仁
よ
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
始
め
ま

し
た
が
？

安
田
氏
テ
ン
ト
コ
ー
ン
を
取
り
入
れ

た
意
義
は
一
つ
あ
り
ま
す
。
｜
つ
ば
、

草
地
更
新
を
考
え
た
場
合
、
草
地
か
ら

草
地
の
更
新
で
連
作
と
な
り
、
収
量
低

下
が
誉
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
牛
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。

五
十
嵐
氏
頭
数
を
増
や
す
か
、
個
体
孔

量
を
上
げ
乳
壯
を
増
や
す
か
、
い
ず
れ

に
し
て
も
今
の
粗
飼
料
龍
産
レ
ベ
ル
で

は
足
り
な
く
な
る
。
た
だ
コ
ー
ン
一
本

で
な
く
、
牧
草
と
細
み
ム
リ
わ
し
た
巾
で

や
る
事
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

牧
草
は
成
分
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
反
面
、

コ
ー
ン
は
安
定
し
て
お
り
、
牧
草
と
．

グ２



ｌ
ン
を
合
わ
せ
る
事
に
よ
り
、
成
分
的

に
も
量
一
と
し
て
も
安
定
す
る
の
で
は
な

い
‐
か
ｏ

中
司
氏
実
際
に
や
っ
て
い
る
安
田
さ

ん
は
ど
う
で
す
か
。

安
田
氏
牛
の
状
態
は
良
い
様
に
思
う
。

発
情
も
順
調
に
来
る
し
、
乳
脂
費
も
下

が
る
。

中
司
氏
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
、
グ
ラ
ス
の

弾
正
原
さ
ん
は
。

弾
正
原
氏
私
も
以
前
は
コ
ー
ン
を
作

っ
て
い
ま
し
た
が
、
冷
害
に
よ
り
グ
ラ

ス
｜
本
に
し
ま
し
た
が
、
牛
も
調
子
良

く
、
乳
も
出
し
て
く
れ
ま
す
。

夏
は
昼
夜
放
牧
に
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー

ジ
、
配
合
は
中
身
を
濃
く
し
て
与
え
、

単
品
と
し
て
綿
実
、
大
麦
、
ビ
タ
ミ
ン
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
混
ぜ
て
い
る
。

冬
は
、
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
、
配
合
、

外
で
一
一
～
三
時
間
の
運
動
、
夕
方
残
っ

て
い
る
サ
イ
レ
ー
ジ
に
パ
ル
プ
、
配
合

を
与
え
、
夜
に
乾
草
を
や
る
だ
け
。

中
司
氏
育
成
管
理
面
で
の
問
題
点
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

坂
田
氏
胃
袋
作
り
を
す
る
た
め
に
日

出
採
食
、
飲
水
が
出
来
る
環
境
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
空
気
が

大
切
。
い
か
に
中
身
の
良
い
も
の
を
揃

え
て
も
、
空
気
が
悪
け
れ
ば
食
べ
て
く

酪
仁ffT辰

の
方
向
性
を
見
い
出
す
た
め
に

れ
な
い
。
六
－
八
ヶ
月
今
の
管
理
に
生

産
性
の
ポ
イ
ン
ト
か
あ
る
。

中
司
氏
餌
の
関
係
か
ら
入
っ
て
、
そ

の
餌
を
生
か
し
た
牛
づ
く
り
と
は
、
ど

こ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
か
と
い
う
所
ま

で
来
た
様
に
思
い
ま
す
。
岐
後
に
、
岐
近

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
を
取
り
入
れ
る
農
家

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
ス
タ
ン
チ
ョ
ン

か
ら
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
を
目
指
す
た
め

の
、
準
備
の
点
で
聞
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

鈴
木
氏
特
に
変
わ
っ
た
事
は
な
い
と

思
う
が
、
牛
に
対
し
て
一
頭
．
頚
見
な

が
ら
牛
の
事
を
考
え
、
何
で
も
や
れ
る

よ
う
な
姿
勢
が
な
い
と
、
フ
リ
ー
ス
ト

１
ル
に
し
て
も
う
ま
く
行
か
な
い
と
思
う
。

施
設
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、
普
段
か

ら
牛
の
生
理
行
動
を
見
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
、
牛
の
負
担
に
な
る
作
り
は
し
な

い
は
ず
。
ま
た
、
作
る
前
に
実
際
に
行
な

っ
て
い
る
人
の
施
設
を
見
る
事
、
そ
の

人
の
話
し
を
聞
く
事
、
別
な
人
か
ら
見

た
意
見
を
聞
く
事
が
大
事
で
し
ょ
う
。

中
司
氏
今
ま
で
餌
か
ら
、
飼
養
管
理
、

施
設
な
ど
の
事
に
つ
い
て
話
し
て
来
ま

し
た
が
、
会
場
の
方
で
、
今
ま
で
の
点
で

質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
出
し
て
下
さ
い
．

質
問
者
二
香
草
を
与
え
る
事
に
よ
り
、

個
体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
と
か
の
話

ＦＤ 

し
を
聞
く
が
、
｜
一
番
草
の
使
い
方
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
。

五
十
嵐
氏
暑
い
時
壽
期
に
生
育
し
た
物

は
消
化
率
が
落
ち
る
。
｜
つ
の
方
法
と

し
て
、
通
常
よ
り
短
い
時
期
に
刈
取
る

と
い
く
分
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
、
窒
素
、

生
堆
肥
を
春
先
に
大
量
に
投
与
し
た
場

合
、
硝
酸
体
が
付
き
ま
と
う
の
で
施
肥

を
制
限
す
る
必
要
か
あ
る
．

坂
田
氏
搾
乳
牛
は
、
三
番
草
の
グ
ラ

ス
サ
イ
レ
ー
ジ
に
片
寄
る
の
は
さ
け
た

い
。
ど
う
し
て
も
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
は
パ
ル
プ
、
キ
ュ
ー
ブ
な
ど
の

組
合
せ
で
考
え
る
し
か
な
い
．
育
成
牛
、

乾
乳
牛
に
与
え
て
い
く
し
か
現
実
的
に

方
法
と
し
て
は
な
い
。

質
問
者
二
番
草
の
刈
取
り
は
遅
い
方

が
良
い
の
か
、
早
い
方
が
良
い
の
か
。

五
十
嵐
氏
二
裾
草
を
早
く
刈
取
る
場

合
、
嗜
好
性
を
し
げ
る
工
夫
が
必
要
で
、

あ
ま
り
早
く
刈
る
と
三
番
草
も
二
番
草

と
変
わ
り
な
く
な
る
可
能
性
か
あ
る
。

質
問
者
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
に
つ
い
て
は
。

鈴
木
氏
冬
枯
れ
が
多
く
、
危
険
性
か

高
い
の
で
は
な
い
か
。

五
十
嵐
氏
放
牧
掌
と
し
て
考
え
れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
か
。

坂
田
氏
ホ
ク
ト
と
い
う
冬
枯
れ
に
強

い
品
種
が
今
年
か
ら
出
て
い
る
。
気
候

■ 

〃、ネ
ル
美
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

疸皀

条
件
と
検
討
し
使
用
し
て
み
て
は
…
．

質
問
者
２
番
草
よ
り
三
番
草
に
期
待

す
る
人
が
管
内
に
も
い
る
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
。

坂
田
氏
二
番
草
は
繊
維
の
面
で
は
蕊

ち
る
が
、
総
生
産
量
で
は
安
定
性
が
あ

る
。
二
香
草
に
期
待
を
か
け
て
、
天
候

に
よ
り
失
敗
し
た
時
は
人
き
な
問
題
で

あ
る
。

，
中
司
氏
そ
ろ
そ
ろ
猴
定
の
時
間
が
来

ま
し
た
の
で
ま
し
」
ぬ
と
し
ま
す
か
、
ま

ず
、
我
々
が
楽
を
す
る
た
め
に
催
．
牛
が

健
康
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
粗
飼
料
、
飼
料

の
組
合
わ
せ
が
並
要
で
、
そ
の
餌
を
食

べ
ざ
せ
効
率
的
に
化
産
の
出
来
る
牛
を

作
る
鴉
、
そ
の
根
本
は
、
育
成
管
理
技
術

に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
．
肢
終
的
に
は
個
々
の
持
つ
ポ

リ
シ
ー
に
よ
る
所
が
．
番
大
き
く
、
今

Ｒ
話
し
た
色
々
な
事
に
つ
い
て
、
自
分

の
経
営
と
ど
う
違
う
の
か
、
経
営
に
ど

う
取
り
入
れ
て
行
く
の
か
、
と
い
う
梶

を
受
け
と
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
れ
で
酪
農
技
術
の
向
上

と
、
収
得
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
わ
り
ま
す
。

ズタ



蟇
回
中
標
津
町
農
協

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

第
４
回
種
馬
共
進
会
開
催

褥宍、

力強い乳房パワーの牛群が勢揃い

単位で！
第23回中標津町農協ホルスタイン共進会上位入賞牛

出品者緒 号部

田Il1‐Hｔファーストブライトクリスチナマイク１部

川村尊之アイテデルスターカ,バネス２部

久保剛３部ジュニアリザーブチャンピオンケーエラインスパイアーフタゴ

新井範美４部ジュニアチャンピオンオームスビークルセターマロソクス

福村美穂ハピイイーストダイアモンドサエニ５部

梶村稔ハピイイーストクレンヤードバリアント６部

福｜鴫信湯爾ツピーランドパリアントマットマリー７部
‘ご霧月

佐々木昭雄８部ｌシニアチャンピオンアースイーストミソノバリアント

森一千秋９部ｼﾆｱﾘｻﾞｰﾌﾟﾁャンピオン「７－ドバレーマドキャッブソブリンタイロー

吉川倣郎ムーシャイン力ウンテスミソノプリンセス10部

土井上昭男ロックミラーボリネソ｝11部

、発
芽
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
芽
を
力

ラ
ス
か
多
く
集
ま
り
、
以
前
は
打
牛

や
親
牛
も
カ
ラ
ス
に
い
た
ず
ら
さ
れ

二
噸
か
被
害
に
あ
い
ま
し
た
．

ラ
ス
に
肱
か
れ
、
止
加
の
面
積
小
約

モ
ロ
コ
シ
職
培
を
始
め
ま
し
た
が
、

南
俵
橋
の
佐
々
木
政
行
さ
ん
宅
で

は
、
今
年
か
ら
マ
ル
千
に
よ
る
ト
ウ

キ
ラ
ー
と
い
う
自
動
爆
音
機
。
プ
ロ

る
躯
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

る
関
係
上
、
そ
の
飼
料
を
求
め
て
力

パ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
た
電
子
コ
ン
ト

バ
ド
ソ
ク
で
配
合
飼
料
を
与
え
て
い

ロ
ー
ル
式
で
、
爆
音
間
隔
、
爆
発
音
の

も
と
も
と
佐
々
木
‐
ざ
ん
宅
で
は
，

そ
こ
で
登
場
し
た
の
か
．
バ
ー
ド

聯
ノ

ダダ

部 穐号 出品者

部 ファーストブライトクIノスチナーマイク [１５１１１世一

部 アイテデルスターがくネス 川村尊之

部 ジュニァリリ:~ﾌﾞチャンピオン ケーニフインスパイアーフタゴ 久保剛

部 ジュニアチャンピオン オームスビークルセターマックス 新井範美

部 ハピイイストダイアニEンドサエコ 福村美穂

部 ハピイイーーストクレンヤーードバリアン１ 福付稔

部 ハッピーラン!ごバリアン、マットマリー 福｜鴫イ言一・

部 シニアチャンピオン アースイーストミソノ（iｸアント 佐々木昭雄

ｼﾆｱリザーブﾁャンピオン ウー]ごバレ.‐マ!Fキャップソブﾘンタイロー 森一宇秋

部 ム・シャインカウンテスミソ／プljンセス 吉）:｜敏即

部 ロックミラー・ｉｌ(,リネット F上井｣二昭男



当
日
は
霧
雨
の
ｌ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

百
七
－
二
頭
（
単
協
規
模
で
は
ダ
ン
ト

ッ
の
令
道
一
位
）
、
種
馬
二
卜
八
頭
が
川

品
さ
れ
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
広
尾
町
酪

農
家
の
角
倉
光
記
氏
、
種
馬
は
釧
路
セ

ン
ト
ラ
ル
牧
場
主
の
安
部
哲
朗
氏
に
よ

り
、
的
確
か
つ
慎
亜
な
審
査
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
シ

ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
佐
々
木
昭

雄
氏
出
品
の
ア
ー
ス
ィ
ー
ス
ト
ミ
ソ

ノ
バ
リ
ア
ン
ト
号
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、
新
井
純
美
氏
出
品
の

オ
ー
ム
ス
ビ
ー
ク
ル
セ
ダ
ー
マ
ヅ

ク
ス
号
。

ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜
市
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、
種
馬
の
共
進
会
が
六
月
十
一
日
嗣
、
ホ

種
鳥
の
最
高
位
に
は
、
横
川
好
一
氏

出
品
の
ジ
ャ
ン
デ
大
雪
号
が
そ
れ
ぞ
れ

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
地
区
別
団

声劃

農協
｜
’
お
詫
び
と
訂
正

一
一
六
月
号
の
巾
で
｛
十
二
Ｐ
）
、
根
室
一

一
一
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
カ
ｋ
位
入
賞
牛
の
紹
介
一

一
で
、
第
十
四
部
（
乾
乳
三
等
ロ
ッ
ー

ー
ク
ミ
ラ
ー
ポ
リ
Ｉ
ネ
ッ
ド
土
圭

一
丼
ｔ
昭
男
氏
が
洩
れ
て
い
ま
し
た
の
一

一
で
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

体
賞
に
は
、
「
間
ヒ
ー
｜
点
の
中
標
津

地
区
が
一
位
、
ま
た
、
二
位
の
第
「
俣

落
地
区
か
ら
凡
位
の
俣
落
地
区
ま
で
は

一
一
点
差
の
巾
に
固
ま
る
と
い
う
接
戦
と

な
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
牛
及
び
権
馬
は
別
記
の
と

お
り
で
す
，

第４回種馬共進会１位入賞馬

１部一般馬明２才

農｜且姫亀田苑＝

２部一般馬明３才

ジャンデ大雪横田好一

３部一般馬明４才

松姫福岻広光

４部北海道和種馬

僧）1１今村章

５部ポニー他

栄進山１１｜華男

鐸己ａ

〆 大
き
さ
も
読
節
出
来
る
鳥
獣
辿
拾
機
．

早
速
コ
ー
ン
畑
に
殻
折
し
ド
カ
ー

ン
、
ド
カ
ー
ン
と
な
ら
し
た
所
、
カ

ラ
ス
は
び
っ
く
り
仰
天
。
あ
っ
と
い

う
間
に
畑
か
ら
退
散
、
な
か
な
か
の

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
成
果
に
佐
々
木
さ
ん
は
、
パ

ド
ッ
ク
近
く
に
一
一
の
機
械
を
殻
種
し

全
面
的
に
カ
ラ
ス
を
追
い
出
し
た
い

と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

）
牽

2 



（ 

今
ま
で
皆
様
に
人
変
ご
迷
惑
を
か
け

て
お
り
ま
し
た
、
農
協
駐
車
場
が
右
記

の
通
り
蝶
備
さ
れ
、
利
用
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。 ） 農協駐車場力蕊備きれました／

農協駐車場配置図

東
七
条
通
り

Ａ
コ
ー
プ
、
グ
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
で

の
買
物
、
給
油
所
、
事
務
所
へ
ご
用
の

際
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

/二Ｎ

’ 、

農村の環境整備にｇ
産業廃棄物の不法投棄はやめましょう

道東クリーンセンター施設案内略図

岐
近
、
営
農
資
材
廃
葉
物
を
他
人
の

私
道
や
、
畑
に
不
法
投
棄
し
て
い
く
ヶ

１
ス
が
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
肥
料
袋
や
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
が
多
く
、
家
庭
で
簡
単
に

処
理
す
る
事
が
柵
来
な
い
事
か
ら
の
様

で
す
。

闇’ ﾛ｢亘同f■

ノー可、
「2Ｊ

jｌ 
（霊字I■ｒ両'１１

U 

學_〆ジグ|塑｣$’

ｑ
匿
阿
－
ユ「ｒ法１，．進亜

Ｌ」

今
、
中
標
津
川
内
に
は
、
産
業
廃
棄
物

を
処
理
す
る
施
設
「
道
束
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
も
営
業
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
の
で
農
村
の
景
観
、
環
境
整
備
、

酪
農
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

に
も
、
自
分
で
処
理
す
る
本
の
Ⅲ
来
な

い
営
農
資
材
な
ど
の
廃
棄
物
は
、
専
門

の
処
理
業
者
に
一
安
託
し
ま
し
ょ
う
。

中間処理施設(標ilL1iljIlj標ilLll1｢字俵砺631番地)ご㈹⑦6868

｜’ 1■ 

,認
卿公7,gL＝」

亟
已
口
Ｐ
Ｅ
凹
型
、

最終処理場(標瀧祁｢|'標津、字俵橘１０線4番lLja②0707
ノＬ 

ダダ



開
催
月
Ｒ
六
月
八
日

開
催
場
所
腱
協
巾
会
議
室

〈
議
案
〉

祖
平
成
Ⅲ
年
度
各
制
陛
資
金
の
借
入

れ
に
つ
い
て
。

慎
重
に
審
議
結
果
、
原
案
辿
り
可
決

き
れ
ま
し
た
。

｜
、
業
務
機
幟
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
・

別
記
の
通
り
二
部
几
課
に
変
更
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
部
門
専
門
委
員
会
の
一
部
変
更
に

つ
い
一
Ｌ
Ｃ

ｌ
ｌ
ｌ
委
員
会
制
と
し
、
委
員
橘
成
も
現

行
通
り
と
す
る
こ
と
で
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

川
、
職
員
組
合
か
ら
の
要
求
に
対
す
る

回
答
に
つ
い
て
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
管
理
購
買

委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

虹
、
外
部
出
資
に
つ
い
て
，

各
連
の
機
関
決
定
に
雑
ず
き
原
案
通

塵
筐
陰の
瞳
鰻

第
五
回
理
事
会

り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

夫
、
同
定
資
産
の
収
得
に
つ
い
て
”

土
産
資
材
店
舗
の
自
動
ド
ア
ー
化
に

つ
い
て
、
原
案
通
り
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
第
二
次
地
域
農
業
振
興
計
両
策
定

委
員
会
の
設
定
に
つ
い
て
。

第
二
次
策
定
委
員
会
同
様
、
各
地
Ⅸ

代
表
蒜
、
各
組
織
代
表
を
推
薦
し
て
い

た
だ
き
委
員
会
を
設
置
し
、
計
画
策
定

の
推
進
を
図
る
一
一
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
．
役
職
員
の
視
察
研
修
に
つ
い
て
。

原
案
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
一
、
固
定
資
産
の
監
査
ｕ
程
に
つ
い
て
。

艇
蕊
期
を
さ
け
、
六
月
十
痂
日
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
、
重
点
指
導
組
合
員
の
認
定
に
つ
い

て
。

連
用
蕪
準
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

疵
、
パ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
調
査
に
つ
い

て
。

調
査
結
果
に
蛙
ず
き
委
員
会
で
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
、
外
国
人
農
業
研
修
生
受
け
入
れ
に

伴
う
、
北
海
道
国
際
農
業
交
流
会
へ

の
賛
助
会
員
加
入
に
つ
い
て
。

〆Fｑ１

協
議
の
結
果
．
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

〈
報
告
事
項
〉

｜
、
近
点
指
導
組
合
員
釣
組
勘
取
引
報

告
に
つ
い
て
。

．
届
生
乳
止
瀧
状
況
に
つ
い
て
。

二
、
そ
の
他

●
六
Ⅱ
行
煥
日
穐
に
つ
い
て
．

●
酪
農
技
術
研
修
識
座
参
加
者
に
つ
い

〒」□

●
鉄
道
線
路
跡
地
の
借
上
げ
に
よ
る
交

皿
緩
和
に
つ
い
て
。

業務機構図
－１管理硴鰊課目管理通算係

痙互上層…_ﾛ急:差：
-l共済係

戸可

iＥ 
経営相談(糸’

-1経営111談課

|内部審査室 組織広繩係

-'…-[|鶉:}絹

管
理
電
算
課
長

飯
島
佐
市
一
継
営
相
談
課
長
）

酪
農
課
長

岡
豊
実
［
開
発
振
興
課
催
》

経
営
相
談
課
長

渡
部
弘
道
（
管
理
通
算
課
長
）

六
月
十
五
日
発
令

●
酪
農
協
会
総
会
参
加
報
告
に
つ
い
て
。

以
ｆ
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

合Ｈ参刊一ト(宮農部l-ト|家畜改良糾閂家箭改良係

人
事
異
動
の
お
知
ら
牡

噴轤:,i鰻
長

ヨ酷農課

,企画会誌ト 珂珂 乳牛描流係

肉牛消沈係
ヨ流i、開発班

化膿溢材係

_|賊貿部ト 総fllIIﾘＴ係

斗生活店filli課ｉ－ｌＩｉｉｉ馴ｉ係

ﾌﾟｿﾞﾃﾞ 

Ｌ 



．
Ⅳ
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

意
欲
的
に
農
作
業
を
行
な
う
ポ
イ
ン

Ｃ 2Ｃ 4［ 6［ 8［ 】00

:鎚藻
経
営
内
容
ど
れ
位
知
っ
て
る
？

一一再 一一一一一一一一一一一』薑薑臺三＝

薑篝三三
30代

き塞曇
鑿鑿
…雲

;;篝「

一一》一一一40代 一

〆

￣＝＝ 

50代 -－ 
-－ 

鷺壜 imiii蕊l灘 卜
は
”
婦
人
の
経
営
感
“
、
つ
ま
り
あ
な

た
の
職
業
婦
人
度
じ
ゃ
な
い
か
〃
と
思

う
の
で
す
。

さ
す
が
酪
農
地
帯
の
お
嫁
さ
ん
、
お

父
さ
ん
達
と
同
等
に
働
い
て
い
る
の
で
、

経
営
に
も
興
味
深
々
の
人
が
八
割
を
占

め
て
い
ま
‘
す
。

理
想
と
現
実
に
人
差
は
な
い
、
つ
ま

り
、
前
回
の
怒
り
は
農
業
あ
る
い
は
農

作
業
そ
の
も
の
に
対
す
る
”
不
満
“
で

は
な
く
、
”
何
か
“
が
大
き
な
壁
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
…
…
。

Ｖ
若
妻
さ
ん
の
〃
ナ
マ
の
声
〃

対
男
の
つ
ぶ
や
き

●
ド
ン
と
紹
介
、
若
妻
さ
ん
の
声

全
員
男
の
井
戸
端
会
議
は
確
か
に
あ
る

寒気

釣った魚にエサは

いらない？その＠

黙

’
１
１
０
『
凶
圦
『 薑薑

一三害
一三
￣ 

＝￣￣ 

匡正■三
Ｆ－－百垂
一一一蕊鑿Ｉ

一畳
菫

わ
ネ
。
真
而
ｎ
な
仕
聰
の
話
な
ら

い
い
ん
だ
け
〆
で
不
・
グ
ン
ナ
が
頑

張
っ
て
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、
私

だ
っ
て
つ
ら
い
と
思
わ
な
い
の
に
。

Ｂ
子
女
の
人
－
嫁
は
人
家
族
の
１
で
仕

護
、
育
児
の
事
、
他
に
も
色
々
と

ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
る
の
ョ
。

こ
の
疲
れ
は
寝
て
も
直
ら
な
い
。

精
神
的
を
も
の
が
大
き
い
の
●
よ
ネ
．

Ｃ
子
「
ゆ
と
り
」
は
お
金
が
大
き
く
関

係
す
る
わ
乱

農
業
女
性
の
理
想
と
現
実

－￣ 

＝≦ 譽
薑
＝率

￣￣ 

Ｉ 

＝三

ﾆラ
、￣ 一

霞室、

臺

壜鬘
帯鑓ljql瀞をつかみなかI臥艇1さ'二崖ｌｌＥｉｌ１ＩＳ劃'１

１ｔい,,'L記１１:ﾘﾐｬgIfで1Ｌｕ

蕊MzM§だ'十で、(`

二，１１１Ｆ

藝
薑
霞
回

土1,Ｍﾘ'二参jj1Iしてい届

'ためらｆＬ土{i:1;麓け

京・!幼み

そめM1

理想 現実
凸 ニ

ゴ

～ 

Ｄ
子
労
働
報
酬
は
、
家
族
の
中
で
ハ
ッ

キ
リ
し
な
い
と
ダ
メ
ね
。
こ
れ
は

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
よ
ネ
。

全
員
発
想
の
転
換
を
し
て
、
地
域
も
家

庭
の
巾
も
、
明
る
く
変
え
て
い
っ

て
欲
し
い
。

●
ひ
っ
そ
り
紹
介
男
の
つ
ぶ
や
き

Ａ
彦
労
働
力
ば
っ
か
り
で
な
く
て
、
共

同
経
営
者
と
し
て
の
意
識
を
持
っ

た
可
愛
い
妻
で
い
て
欲
し
い
。

Ｂ
男
作
業
内
容
の
把
握
が
、
経
営
内
容

の
把
握
に
つ
な
が
る
と
思
う
け
ど
。

ｃ
雄
確
か
に
今
の
畑
作
業
は
、
ロ
ー
ル

ベ
ー
ラ
が
あ
る
か
ら
楽
に
な
っ
た

十
・
俺
だ
っ
て
、
夏
の
ク
ソ
署
い

プ?ｉｆ



〆
、

日
の
牛
舎
仕
事
は
大
変
だ
と
思
う

も
ん
ナ
。

Ｄ
助
で
も
サ
、
俺
は
や
っ
ぱ
し
朧
ち
や

●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
 

ん
に
は
、
つ
ら
い
思
い
は
さ
せ
た

く
な
い
っ
て
思
う
ん
だ
。

う
～
ん
、
お
父
さ
ん
達
も
母
さ
ん
の

こ
と
大
部
気
に
は
し
て
る
み
た
い
。
で

も
日
本
の
男
性
っ
て
無
器
用
で
テ
レ
屋

だ
か
ら
、
心
の
中
で
思
っ
て
い
て
も
、

ｎ
に
は
出
せ
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
や

っ
ぱ
り
大
き
な
雌
は
”
夫
婦
や
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〃
や
”
生
活
や

農
業
に
対
す
る
共
通
の
夢
”
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
〃
と
思
い

浮
か
び
ま
す
。

少
し
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
て
ば

使
用
済
み
の
テ
レ
ホ
ン
カ
１
ド
を
、

ヨ
ー
ロ
リ
パ
の
収
集
家
に
一
枚
卜
五
－

’
十
円
で
売
却
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、

飢
え
と
貧
附
に
苦
し
む
子
供
た
ち
の
医

療
な
ど
に
、
役
立
て
て
い
る
と
い
う
活

動
を
ご
存
知
で
す
か
。

私
達
婦
人
部
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し

「
少
し
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
役
立
て

ば
」
と
、
農
協
ス
ト
ア
ー
内
公
衆
電
話

Ⅶ
私
達
の
未
来
へ
の
主
張

～
明
る
い
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す

る
た
め
に
～

Ｈ
労
働
編

▼
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
利
用
に
よ
り
農

休
日
の
あ
る
、
潤
い
と
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
農
業
を
目
指
そ
う
。

▼
雨
に
あ
て
た
乾
草
も
、
乳
房
炎
で

捨
て
た
牛
乳
も
み
ん
な
お
金
で
す
。

経
営
を
よ
く
知
ろ
う
。

▼
「
会
議
」
は
”
五
時
ま
で
男
“
に

な
ろ
う
よ
。

▽
”
愛
し
て
る
“
と
百
回
言
う
よ
り

も
、
血
一
分
早
く
牛
舎
に
行
こ
う
。

口
家
庭
編 〆。

Ｊ
Ａ
婦
人
部
も
回
収
箱
設
置

横
に
回
収
箱
を
設
置
し
、
こ
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
”

使
用
済
み
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

は
回
収
箱
か
、
も
し
く
は
婦
人

部
事
務
局
ま
で
お
持
ち
ト
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
の
善
意
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

▽
作
業
着
と
家
庭
着
の
区
別
を
つ
け

よ
う
。

▼
ダ
ン
ナ
様
へ

牛
の
飼
料
給
与
も
大
事
な
仕
事
、

家
族
の
ご
飯
を
作
る
こ
と
も
、
譜

つ
と
大
事
な
仕
事
。

家
事
も
大
事
な
仕
事
な
ん
で
す
。

▽
家
庭
で
は
、
趣
味
を
楽
し
も
う
。

▼
い
つ
ま
で
も
イ
キ
ィ
キ
と
魅
力
的

な
妻
、
母
親
で
あ
り
た
い
。

や

職
業
と
し
て
農
業
を
認
め

誇
り
を
も
っ
て
取
り
組
も
う
〃
・

（
鶴
居
村
農
友
会
・
鎌
田
奈
津
子
）

鎌
田
さ
ん
の
主
張
、
い
か
が
で
し
た

円雪駄

1lIiIiLlliILDiJlliiillUiiiililmlillll 

か
．
毎
日
を
イ
キ
ィ
キ
と
過
ご
す
か
、

ブ
ッ
ブ
ッ
と
渦
一
ご
す
か
、
そ
れ
は
あ
な

た
次
第
で
す
。
も
う
一
度
”
私
は
こ
ん

な
媚
活
か
し
て
み
た
い
〃
〃
と
い
う
夢

を
柵
い
て
、
お
父
さ
ん
と
二
人
．
｜
｜
脚
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

、 ‘ 

プア

し
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宗玲

弔且己.■

汗を流した
ドッチボール

大会

プ｡、

鮴,Ｙ
ﾛ．､則

漁銭Ｋｒ～，嵐，典

鱸！
農協青年部員の親睦と交流をかねた青年部ドッチボー

ル大会が、６月７日町体育館で開催され、農･協職員チー

ムを含めた８チームが熱戦を繰り広げました。

青年部でのドッチボール大会は初めての試みで、試合

が始まるまでは子供の遊びと、ちょっと甘く見ていた部

員も実際やって見て、けつこうハードなスポーツにびっ

くり。内野、外野と色々な作戦を練りながら、相手コー

トめがけ力いっぱいポールを飛ばしていました。

試合結果は、どういう訳か職員チームが優勝、２位俣

落、３位俵橋となりました。

〆冤、

人

蝿認熱鱗。
Ｆ
《

： 

!'灘ji瀞
_'か,鋸

:望一二１屯-ﾛ凸’武咋｡｡

丘課し

蕊

学

開陽台ミルクキャンペーン
実施中一｢ﾐﾙｸの里｣もﾄﾞﾚｽｱｯﾌﾟ

＝ 

戸１

！ 

|ﾘｸﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 
=帛韓嗣雪１．－－－U…←'二5１ I鰯1

讓座
！ 

蕊
農協酪対では、今年も開陽台で牛乳

消賀拡大運動の一環として、・ミルクキ

ャンペーンを実施しています。

キャンペーン小屋も５年程経過し、

色あせてきましたので､「ミルクの里」

の看板を新しくし、少しドレスアップ

しました｡皆さんも１度ご来店下さい。

期間は７月１日から８月３１日迄となっ

ています。
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順位 氏 紺

Ｉ
 

毎
一
寸

亘
雨

１ 竹下Ｒ吉 1,020,607.9噂

５Ｈ第１凶営農委員会

８Ⅱ第５回理事会

８日ふれあい広場推進委員会

１０日女満別農協米組

１１日第23Ｕホルスタイン共進会

１１日第３１回|種馬共進会

１５日固定資産幣春

l5RIlll1I奇了|丁来組

１６日～18日内部審査

l8u芦別農協視察米組

ロ Ｉ勝見紫 692,660.8 

§ 山１１闇ｌ隆 614,669.4 

４ 真野頭 597,657.［ 

dfFFn、

５ 古沢筆 583.941.Ｅ 

６ 山｜】広幸 577.626.］ 

斉麟晴７ 576,625.1 

Ｒ 笈、職 567.286.0 

９ 松本正通 550,923.8 

1０岡部実 548,494.1 
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七
月
二
十
日
は
巾
標
瀧
神
社

祭
に
つ
き
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
信
用
、

共
済
、
人
工
授
精
業
務
、
桜
ケ

丘
給
油
所
を
除
く
、
本
組
合
業

務
に
つ
き
ま
し
て
臨
時
休
業
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

偏
用
、
組
勘
、
共
済
窓
Ⅱ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
午
後
三
時
に
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
人
工
授
精
受
付
時
間

は
、
午
前
Ｉ
｜
時
ま
で
で
す
の

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
卜
さ

い
察

一一一・・・■・■・・・・・■■■■■・・・’’’一’’’’’’一一一一一一’’’’’’’’’’’’’’’一｜｜｜｜｜

Ａ
コ
ー
プ

格
安
〆
一
三
－
の
グ
ル
メ
市

Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
で
は
、

七
Ⅱ
ニ
ト
五
日
⑯
午
後
皿
時
か

ら
、
店
舗
前
駐
車
場
に
お
い
て

利
用
肴
へ
の
感
謝
フ
ェ
ア
ー
と

し
て
「
Ａ
コ
ー
プ
サ
マ
ー
ド
リ

ー
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し

い
一
時
の
思
い
出
と
な
る
様
、

格
安
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
米
場

を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ド
リ
ー
ム凶害F、

乳
牛
共
進
会
、
種
馬
共
進
会
や
地
域
学

校
の
運
動
会
も
終
わ
り
、
本
格
的
な
牧
草

刈
り
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

気
に
な
る
天
気
も
、
六
月
中
旬
か
ら
凹

復
推
調
。
こ
の
天
気
を
逃
し
て
な
る
も
の

か
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
は
フ
ル

回
転
。
早
い
人
で
は
一
番
の
サ
イ
レ
ー
ジ
、

乾
草
と
も
終
わ
っ
た
と
い
う
話
し
も
聞
き

ま
し
た
。

春
先
か
ら
の
天
候
不
順
で
収
量
的
に
は

少
な
い
よ
う
で
す
が
、
せ
め
て
良
質
の
粗

飼
料
を
確
保
し
た
い
も
の
で
す
。

夏
本
番
を
迎
え
る
道
束
、
今
年
も
開
陽

台
ミ
ル
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
七
月
一
日
か

ら
始
ま
り
、
開
陽
台
を
訪
れ
る
道
内
外
の

沢
山
の
観
光
客
に
、
素
晴
ら
し
い
自
然
環

境
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、
お
い
し
い
牛
乳

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
飲
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
、
中
標
派
の
牛
乳
も
、
飲
用
向
け
と

し
て
ど
ん
ど
ん
本
州
に
送
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
Ｐ
Ｒ
用
語
と
し
て
の
美
し
い
環
境
で

は
な
く
、
本
当
に
美
し
い
農
村
環
境
か
ら

生
ま
れ
た
牛
乳
と
し
て
の
、
イ
メ
ー
ジ
を

作
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

臆
塵
歴
康

編

集

後

鶉
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I|頂位 氏名 乳量

竹下Ｆ１三【デ 1,020,607.9'(ヮ

２ 鷲見拳 692,660.8 

３ [１１１崎｜壁 614,669.4 

４ 真野函 597,657.0 

、 ｔｌｒ沢筆 583,94ユ.５

６ :１１広幸 lj77,626.1 

７ 斉藤錆 576,625.二

８ 安「|］稔 （j67,286.0 

９ 松本÷1［通 !j50,923.8 

1０ |iii１部実 548,494.1 


